
正
午
か
ら
は
、
恒
例
の
日
中
友

好
新
春
互
礼
会
が
、
約
１
５
０
人

出
席
で
賑
や
か
に
開
会
。
１
年
ぶ

り
の
再
開
と
い
う
関
係
者
も
多

く
、
懇
談
、
懇
親
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
た
。

互
礼
会
開
会
に
あ
た
っ
て
土
井

章
弘
会
長
は
「
岡
山
市
日
中
友
好

協
会
は
、
今
年
、
設
立
45
周
年
。

初
代
、
赤
木
五
郎
会
長
は
、
目
指

す
と
こ
ろ
と
し
て
思
想
・
信
条
・

政
党
・
政
派
の
違
い
に
と
ら
わ
れ

な
い〝
市
民
み
ん
な
で
日
中
友
好
〟

を
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
強
力
に
推

進
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」と
紹
介
。

更
に
「
中
国
と
日
本
は
大
切
な

お
隣
同
士
の
国
で
す
。
先
の
戦
争

を
鑑
と
し
て
、
未
来
永
劫
の
平
和

友
好
活
動
に
ご
支
援
下
さ
い
」
と

強
調
。

昨
年
、
訪
中
し
上
海
に
あ
る
岡

山
県
・
井
原
出
身
で
、
日
中
友
好

活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
内
山
完
造

翁
夫
妻
の
墓
に
お
参
り
し
た
こ
と

を
報
告
。

「
内
山
完
造
夫
妻
が
生
涯
通
じ

て
は
た
し
た
〝
互
助
互
愛
〟
の
精

神
を
実
践
し
、
未
来
永
劫
の
平
和

に
向
け
て
努
力
し
よ
う
。
一
層
の

ご
支
援
を
」
と
力
強
く
呼
び
か
け

た
。重

点
目
標

0

0
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45
周
年
記
念
事
業
を

岡
山
市
と
連
携
実
施

新
年
度
の
活
動
方
針
、
事
業
計

画
と
し
て
、
重
点
目
標
と
し
て
挙

げ
て
い
る
の
は
、
日
中
国
交
正
常

化
の
基
本
を
遵
守
し
た
上
で
の
民

間
交
流
の
促
進
。

そ
れ
に
今
年
は
、
特
に
当
協
会

の
設
立
45
周
年
に
当
た
る
こ
と
か

ら
、
各
種
の
記
念
事
業
を
計
画
し

定
期
総
会
は
、
午
前
９
時
半
か

ら
開
か
れ
、
松
井
三
平
専
務
理
事

が
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
、
活

動
計
算
書
な
ど
諸
報
告
を
説
明
。

監
査
報
告
の
後
、
報
告
通
り
了
承

さ
れ
た
。

続
い
て
、
新
年
度
、
令
和
８
年

度
の
事
業
計
画
書
案
、
同
活
動
予

算
書
案
の
審
議
に
入
り
、
松
井
専

務
理
事
が
、
提
案
理
由
、
内
容
な

ど
に
つ
い
て
詳
細
を
説
明
、
審
議

を
経
て
原
案
通
り
決
定
。
総
会
を

無
事
終
了
、
新
し
い
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

次
に
、
会
場
を
大
ホ
ー
ル
に
移

し
、
同
10
時
半
か
ら
、
記
念
講
演

が
行
わ
れ
、
日
本
国
際
貿
易
促
進

協
会
理
事
兼
事
務
局
長
の
泉
川
友

樹
氏
が
「
建
設
的
か
つ
安
定
的
な

日
中
関
係
を
目
指
し
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

て
い
る
。
加
え
て
岡
山
市
と
洛
陽

市
が
友
好
都
市
縁
組
締
結
45
周
年

で
も
あ
り
、
岡
山
市
と
も
協
力
、

連
携
し
て
記
念
事
業
を
実
施
し
て

い
く
。

前
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
内

山
完
造
顕
彰
事
業
も
引
き
続
き
実

施
し
、
今
年
か
ら
は
、
完
造
と
共

に
活
動
し
た
中
西
寛
治
氏
の
顕

彰
・
研
究
も
併
せ
て
進
め
て
い
く

方
針
。

す
で
に
、
中
西
関
連
資
料
の
整

理
に
は
着
手
し
て
お
り
、
大
学
な

ど
研
究
機
関
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
顕
彰
活
動
を
本
格
化
す
る
。

内
山
完
造
顕
彰
活
動
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
か
ら
の
未
実
施
（
イ

ベ
ン
ト
延
期
）
の
事
業
も
あ
り
、

実
施
時
期
・
内
容
等
に
つ
い
て
時

期
を
検
討
し
具
体
化
し
て
い
く
。

活
動
の
重
要
な
柱
で
あ
る
日
中

教
育
・
青
少
年
交
流
促
進
活
動
や
、

各
種
の
相
互
交
流
活
動
等
に
つ
い

て
は
、
日
中
関
係
の
推
移
を
見
極

め
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
た
。

中
国
を
含
め
、
国
内
各
地
の
友

好
団
体
と
の
交
流
は
例
年
通
り
続

け
、
中
国
留
学
生
と
の
交
流
や
法

律
相
談
サ
ー
ビ
ス
等
と
も
取
り
組
む
。

ま
た
、
内
部
的
に
は
、
設
立
45

周
年
事
業
と
し
て
、
協
会
と
し
て

の
将
来
展
望
の
検
討
や
、
会
員
拡

大
・
財
政
強
化
策
と
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

互
助
互
愛
、
友
好
運
動
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時

初
心
に
立
ち
返
り
市
民
み
ん
な
で
日
中
友
好
！

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
（
土
井
章
弘
会
長
）
は
、
２
月
11
日
、
岡
山
市
北
区
駅
元

町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
で
、
２
０
２
６
年
度
（
令
和
８
年
度
）
定
期
総
会
と
日
中

友
好
新
春
互
礼
会
を
開
い
た
。
会
場
に
は
会
員
を
中
心
に
来
賓
、
招
待
者
ら
約
１
５
０
人
が
参
加
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
一
方
で
日
中
関
係
を
め
ぐ
る
厳
し
い
現
状
も
感
じ
ら
れ
る
中
で
「
今
こ
そ
市
民

一
人
ひ
と
り
、
そ
し
て
友
好
協
会
の
真
価
が
問
わ
れ
る
時
」
と
の
緊
張
感
も
漂
っ
た
式
典
と
な
っ
た
。

（
関
連
記
事
２
、
３
、
４
面
）

2026年度
定期総会

未
来
永
劫
の
恒
久
平
和
目
指
そ
う

未
来
永
劫
の
恒
久
平
和
目
指
そ
う

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で
善
隣
友
好
を
実
施

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
で
善
隣
友
好
を
実
施
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新
春
互
礼
会
・
懇
親
会
で
は
、

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
設
立
45
周

年
を
記
念
し
て
制
作
し
た
「
友
好

交
流
45
年
の
足
跡
」
の
ス
ラ
イ
ド

が
紹
介
さ
れ
た
。

発
足
式
典
の
写
真
や
、
当
時
の

活
動
、
活
動
メ
ン
バ
ー
の
活
動
風

景
、
中
国
を
訪
問
し
て
の
交
流
状

況
な
ど
、
懐
か
し
い
写
真
類
を
見

入
る
会
員
が
多
か
っ
た
。
松
井
三

平
専
務
理
事
が
45
年
の
足
跡
を
振

り
返
り
説
明
に
当
た
っ
た
。

中
国
の
古
典
演
劇
と
言
え
る

「
崑
劇
」
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
中
国
明
代
に
生
ま
れ
た
演
劇

で
、
笛
に
合
わ
せ
て
歌
い
な
が
ら

優
雅
に
舞
う
と
い
う
も
の
。

２
０
０
１
年
に
は
、
日
本
の
能

と
共
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
。今
回
の〝
崑

劇
〟
表
演
は
、
日
本
崑
劇
之
友
社

で
演
奏
は
小
江
南
曲
社
。
出
し
物

は
「
下
山
」。
若
い
尼
僧
ら
の
恋

の
掛
け
合
い
と
言
っ
た
と
こ
ろ
。

舞
と
笛
の
コ
ミ
カ
ル
な
動
き
と
掛

け
合
い
が
面
白
い
。

参
加
者
全
員
で
大
合
唱
し
た
。

歌
唱
指
導
は
、
音
楽
の
砦
代
表
の

松
原
徹
さ
ん
、
中
国
語
歌
唱
は
岡

山
商
科
大
学
孔
子
学
院
長
の
黎
暁

妮
さ
ん
の
指
導
。

参
加
者
全
員
が
声
高
ら
か
に
歌

い
上
げ
、
次
期
の
再
会
を
約
束
し

合
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

前
年
度
活
動
報
告

0
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内
山
完
造
顕
彰
事
業

岡
山
会
場
は〝
延
期
〟

戦
後
80
年
を
期
し
た
記
念
事
業

は
、
重
点
事
業
だ
っ
た
内
山
完
造

生
誕
１
４
０
周
年
記
念
事
業
を
始

め
、
途
中
ま
で
順
調
に
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
が
、
年
明
け
以
降
、

高
市
首
相
の
〝
台
湾
有
事
発
言
〟

を
機
に
、
日
中
関
係
は
急
激
に
悪

化
。
厳
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
る
年

後
半
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
全
般
的
に
は
、
目

標
額
を
上
回
る
寄
付
金
の
ご
協
力

を
頂
き
、
ま
た
、
上
海
側
の
協
力

姿
勢
も
熱
い
も
の
が
あ
り
〝
次
〟

へ
の
足
掛
り
は
十
分
得
ら
れ
た
よ

う
。こ

の
記
念
事
業
は
、
今
年
度
以

降
も
引
き
続
き
続
け
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
中

西
寛
治
研
究
調
査
も
始
ま
っ
て
お

り
、
期
待
が
持
て
る
分
野
だ
と
言

え
そ
う
。

そ
の
他
、
戦
後
80
年
関
連
で
は

ハ
ル
ピ
ン
訪
問
団
の
派
遣
を
実

施
。
友
好
都
市
交
流
と
し
て
は
、

岡
山
市
と
協
力
し
て
市
民
訪
問
団

を
洛
陽
市
な
ど
に
派
遣
し
、
都
市

間
の
市
民
交
流
も
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

友
好
協
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
を
通
じ
て
の
交
流
は
、
松
本
日

中
友
好
協
会
と
の
交
流
を
始
め
、

各
方
面
で
広
が
り
を
み
せ
た
。
特

に
、
青
少
年
交
流
や
ス
ポ
ー
ツ
交

流
は
、
拡
大
が
顕
著
だ
っ
た
だ
け

に
、
今
回
の
問
題
発
生
は
心
配
さ

れ
る
と
こ
ろ
。

泉
川
氏
は
、
ま
ず
、
日
中
の
経

済
関
係
の
推
移
に
つ
い
て
、
四
つ

の
時
代
に
分
類
で
き
る
と
指
摘
。

最
初
（
新
中
国
成
立
か
ら
文
化
大

革
命
終
了
）
が
自
力
更
生
の
時
代

で
、
こ
こ
で
日
中
国
交
正
常
化
が

実
現
し
て
い
る
。

２
番
目
が
改
革
開
放
の
時
代

で
、
日
中
平
和
友
好
条
約
が
締
結

し
て
い
る
。
３
番
目
が
一
体
化
の

時
代
で
、
中
国
が
日
本
の
最
大
の

貿
易
相
手
国
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
４
番
目
が
新
ル
ー
ル
構

築
の
時
代
で
、
現
在
の
「
習
近
平

始
動
か
ら
」。

結
論
と
し
て
「
過
去
を
知
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
そ
の

中
で
、
民
間
の
は
た
す
役
割
は
極

め
て
重
要
だ
」
と
強
調
さ
れ
た
。

記
念
講
演
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極
め
て
重
要
と
な
る

民
間
の
は
た
す
役
割

泉
川
友
樹
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の

日
中
関
係
の
推
移
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
専
門
家
と
し
て
分
析
、
将

来
展
望
を
熱
く
語
っ
た
。

各報告書の詳細及び各年度毎の推移等については
協会ホームページをご覧ください。

１　事業実施の重点活動目標
（１）
（２）
（３）
（４）
（５） 中西寛治研究
（６） 日中教育・青少年交流促進活動
（７）

（１）特定非営利活動に係る事業

定款
の事
業名

事 業 内 容
実施
日時

実施場所
従事者
人数

受益対象
者の範囲及

び人数

支出
見込額
（千円）

◆岡山市民訪問団の派遣 ４月 岡山市・洛陽市 5名
20名
一般

100

◆友好都市45周年記念フェスティバル 通年 岡山市、洛陽市 2名 中学、高校 100

◆青少年教育交流の促進 通年 岡山県 2名 中学、高校 0

◆その他各界各分野での交流 未定 岡山市・洛陽市 ２名  20名 0

◆内山完造顕彰事業継続・岡山での展示会・シン
ポジウム

未定
岡山県内及び上
海市内

10名
50名
一般

500

◆青少年教育交流の促進 未定
岡山県内、上海
市

2名 50名 50

◆交流事業、教育、医療、福祉交流等 通年 天津市 3名
10名
一般

0

0

0

◆岡山県日中教育交流協議会、その他 通年 上海市、洛陽市 2名
学校・一般

30名
0

◆日中友好新春互礼会（講演会・懇親会） 2月11日
岡山ANA ク ラウ
ンプラザ

20名
会員一般
　200名

1,650

◆中国古今東西を語る会 年3回 岡山市内 10名
会員

一般150名
150

◆青年部活動の支援 随時 岡山市内 青年部
会員
一般

53

◆中西寛治研究調査 随時 岡山市内 １０名
会員
一般

150

◆訪日交流インバウンド促進 随時 岡山市内 7名
会員
一般

100

◆中国駐大阪総領事館との連携強化・開催行事
への参加

通年 岡山県内・大阪 1名
役員

会員　15名
100

◆西日本地区日中友好交流大会への参加 未定 西日本地区 5名 会員一般 0

◆岡山県下中国留学生との交流 通年 岡山県内 3名
50名

留学生
50

◆在岡中国人法律相談サービス 通年 岡山県内 1名 中国人 50

◆会報「岡山と中国」発行 年３回～ 岡山市・県内 7名
300名
一般

340

◆ホームページ更新＆ＳＮＳ活用 随時 岡山・中国 1名 一般 50

◆中国語会話教室の運営 随時 協会事務所 3名
15名
一般

50

◆中国語研修会を開催 随時 市内 2名
10名
一般

100

◆岡山浪乗り会 通年 協会事務所 3名
30名
一般

0

◆中国語通訳翻訳サービス 通年 協会事務所 2名
5名
一般

200

◆洛陽緑化事業・後年報告業務 通年
洛陽市新安県・
伊川県

2名 洛陽市民 0

◆協会会員拡大・財政強化 通年 岡山県内 理事 市民・県民 0

②上海市との活動促進

日中国交正常化の基本を順守し民間交流を促進
岡山市日中友好協会設立45周年記念活動
岡山市洛陽市友好都市締結45周年記念活動
内山完造顕彰事業継続

日中相互交流促進（アウトバウンド・インバウンド）

２　事業の実施に関する事項

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①洛陽市との友好都市交流活動促進

５．中国語の普及、留学生派遣

６．その他目的の達成に必要な事業

７．その他目的の達成に必要な事業

②天津市との活動促進

③岡山県下各都市と友好省・都市間交流支援

④日中友好交流団体との協力活動支援

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

令和８年度　事 業 計 画 書
（令和8年1月1日から令和8年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会 　
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科目 合計
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
一般会員受取会費 1,020,000
賛助会員受取会費 1,320,000 2,340,000

２．受取寄附金
受取寄附金　　 300,000 300,000
施設等受入評価益

３．受取助成金等
0

受取補助金 100,000 100,000
４．事業収益

2,000,000
500,000 2,500,000

５．その他収益
受取利息 5,000
雑収益 5,000 10,000

5,250,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
給料手当（事業費） 123,000
通勤費（事業費） 120,000
　人件費　計 243,000 243,000
その他経費
委託外注費（事業費） 100,000
諸謝金（事業費） 100,000
印刷製本費（事業費） 100,000
会議費（事業費） 1,600,000

100,000
100,000

消耗品費（事業費） 50,000
新聞図書費（事業費） 30,000
水道光熱（事業費） 120,000
地代家賃（事業費） 1,052,000

10,000
25,000

広告宣伝費（事業費） 50,000
諸会費（事業費） 20,000
リース料（事業費） 60,000
租税公課（事業費） 1,000
支払い助成金 0
支払手数料（事業費） 32,000
　その他経費　計 3,550,000 3,550,000

3,793,000
２．管理費

人件費
480,000
2,800

通勤費 45,000
人件費計 527,800 527,800
その他経費
委託外注費 450,000
印刷製本費 50,000
会議費 5,000
通信運搬費 95,000
消耗品　費 20,000
水道光熱費 20,000
地代家賃 116,000

3,000
リース料 6,600
支払手数料 15,000
　その他経費　計 780,600 780,600

1,308,400
5,101,400

当期経常増減額 148,600
Ⅲ 経常外収益 0
Ⅳ 経常外費用

0
当期正味財産増減費 148,600

　前期繰越正味財産額 8,199,427
　次期繰越正味財産額 8,348,027

受取助成金

特定非営利活動に係る事業(金額）

給料手当

自主事業収益
受託事業収益

　　経常収益　計

（１）

（２）

旅費交通費（事業費）
通信運搬費（事業費）

賃借料（事業費）
保険料（事業費）

　　　　 事業費　計

（１）

法定福利費

（２）

諸会費

　　　　管理費　計
　経常費用　計

経常外費用計

[税込]（単位：円）

令和８年度　活 動 予 算 書
（令和8年1月1日から令和8年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

２　事業の実施に関する事項

１　事業の成果

特定非営利活動に係る事業

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者
人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

◆岡山市民訪問団派遣
4/22 ～
4/26

洛陽市 ８名
岡山市20名、洛陽市１０
名

36

◆日中仏教文化交流訪問団派遣協力
10/16 ～
21

洛陽市・西安市 ２名 長泉寺杖心会15名 0

②上海市との交流

◆上海市田園外国語中学・玉野荘内中
学校友好校締結

2/20，
4/22，

上海市、玉野市 １名
荘内中学校・田園外国語
中学

14

◆上海陸行高級中学訪日団招聘交流
7/15～
7/19

岡山市、倉敷
市、京都市

3名
岡山県立岡山南高校100
名

0

◆上海剣道運動協会訪日団招聘交流
8/17～
8/23

美作市・宮本武
蔵武道館

3名 養徳館道場等50名 18

◆内山完造生誕140周年記念訪中団
10/17～
21

上海市、虹口区 ８名 協会関係者・内山家20名 61

◆内山完造生誕140周年記念展示会
10/18～
10/31

上海市魯迅記念
館

４名
上海市民・中国鑑賞者多
数

52

◆虹口区外国語第一小学訪問 10月20日 上海市虹口区 1名 井原市教育長1名

◆岡山日中卓球交流会 2月1日 岡山県内 ２名 理事会開催7名 0

◆松本日中友好協会との交流会
10/26-
10/27

岡山市、瀬戸内
市

12名
松本・岡山市日中協会20
名

410

◆岡山県日中教育交流協議会 通年 岡山県内 ２名
理事会15名、高校生10
名

60

③日中友好団体との協力活動

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①友好都市・洛陽市との交流

・2月-日中友好新春互礼会は170名の参加を得て盛大に開催。幸先良いスタートとなった。
・4月-岡山市民訪問団を結成し洛陽市を訪問。岡山市公式訪問団、市議会、友好都市議員連盟も同時期に訪
問。現地で官民一体の交流実現。

・8月-戦後80年という節目の年に、ハルビン訪問団を企画し、731部隊陳列館見学を実施、日本の加害の歴史
に学んだ。

・通年-内山完造生誕140周年事業を一年がかりで実施。会員内外から目標200万円を上回る寄付金が寄せら
れ10月に上海魯迅記念館での展覧会とシンポジウムの開催、総勢20名の記念訪問団の派遣など一連の事業
が所期の目的を果たし大きな成果を得た。

・11月-高市首相の「台湾有事が存立危機事態にあたる」という発言により中国の大きな反発が起き、交流が停
滞、予定していた岡山での記念事業及び相互訪問計画がすべて延期または中止を余儀なくされた。

令和７年度　事 業 報 告 書
（令和7年1月1日から令和7年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

◆日中友好新春互礼会、富阪聡講演 2月11日
ANAクラウンプラ
ザホテル岡山

１５名 170名　会員・一般 1,675

◆内山完造生誕140周年事業 通年
市内、県内、全
国

２名 1,265

◆日中友好の歌レコーディング 4月12日
岡山商科大学孔
子学院

7名 会員・一般普及 100

◆戦後80周年記念ハルビンの旅訪中
団

7/12 ～
7/19

中国黒龍江省ハ
ルビン市

２名 ９名 0

◆郭沫若研究会講演会　後援 11月4日 JUNKO HALL 1名 165名 0

◆高綱博文日大教授ら中西研究チーム
11/13-
11/14

協会事務所 1名
4名日大、杏林大、多摩
大

0

◆国際協力研究会・岡山15周年記念会 11月15日
岡山国際交流セ
ンター

1名 50名参加 0

◆中国古今東西を語る会 11月29日
岡山シティホテ
ル桑田町

5名 ３０名、会員・一般 36

◆中国茶会（政次郁子・高級茶藝師）
年 8 回 開
催

協会事務所 1名 各回会員・一般約７名 0

◆総領事館主催記念レセプション 1月22日
リーガロイヤルホ
テル大阪

4名
関西・西日本地区各界
700名

0

◆総領事館主催西日本地区訪中報告
会

9月18日 大阪総領事館 ２名
関西・西日本地区各界30
名

0

◆青年部・中国人留学生との交流 8月17日 協会事務所 4名 青年部・留学生15名 8

◆会報「岡山と中国」発行 年３回 岡山県内 ６名 会員・一般700名 336

◆ホームページリニューアルと更新 通年 インターネット 1名 市民・一般公開 18

◆中国語音読会「岡山浪乗り会」
毎週水曜
日

協 会 事 務 所 ＆
ZOOM

2名 ６名～10名 15

◆中国語通訳・翻訳サービス 通年 協会事務所 3名 一般 166

６．中国の環境保護、災害支援活動

洛陽緑化事業後年報告 3月 1名 6,386

７．その他目的達成に必要な事項

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生派遣

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者
人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

科目 合計
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
一般会員受取会費 789,500
賛助会員受取会費 1,140,000 1,929,500

２．受取寄附金
受取寄附金　　 2,415,697 2,415,697
施設等受入評価益

３．受取助成金等
5,185,967 5,185,967

４．事業収益
2,116,180
710,000 2,826,180

５．その他収益
受取利息 7,856
雑収益 3,184 11,040

12,368,384
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
給料手当（事業費） 0
　人件費　計 0 0
その他経費
委託外注費（事業費） 817,126
諸謝金（事業費） 100,234
印刷製本費（事業費） 390,835
会議費（事業費） 1,646,176

386,670
190,109

消耗品費（事業費） 316,690
水道光熱（事業費） 127,089
地代家賃（事業費） 1,051,380
諸会費（事業費） 20,000
リース料（事業費） 59,400
支払手数料（事業費） 32,214
支払い助成金 5,519,000
　その他経費　計 10,656,923 10,656,923

10,656,923
２．管理費

人件費
423,300
1,530

通勤費 52,910
人件費計 477,740 477,740
その他経費
委託外注費 306,830
印刷製本費 57,829

1,865
通信運搬費 91,158
消耗品　費 10,447
水道光熱費 14,108
地代家賃 116,820

3,000
リース料 6,600
支払手数料 15,106
慶弔費 26,500
　その他経費　計 650,263 650,263

1,128,003
11,784,926

当期経常増減額 583,458
Ⅲ 経常外収益 0
Ⅳ 経常外費用

0
当期正味財産増減費 583,458

　前期繰越正味財産額 7,615,969
　次期繰越正味財産額 8,199,427

会議費

法定福利費

（２）

諸会費

　　　　管理費　計
　経常費用　計

経常外費用計

通信運搬費（事業費）

　　　　 事業費　計

（１）

給料手当

自主事業収益
受託事業収益

　　経常収益　計

（１）

（２）

旅費交通費（事業費）

受取助成金

特定非営利活動に係る事業(金額）

令和７年度　活 動 計 算 書
（令和7年1月1日から令和7年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

[税込]（単位：円）
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古
今
東
西
を
訪
ね
る
講

▼
上
海
の
支
援
学
校
か
ら
、
交
流

し
て
い
る
県
立
東
備
支
援
学
校
の

卒
業
生
に
向
け
て
祝
賀
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。
若
い
校

長
先
生
の
溌
溂
と
し
た
祝
辞
、
将

来
の
夢
と
い
う
テ
ー
マ
で
の
絵
画

や
料
理
学
習
、農
業
体
験
、ス
ポ
ー

ツ
に
励
む
生
徒
の
様
子
が
軽
や
か

な
音
楽
に
の
せ
て
寄
せ
ら
れ
た
▼

受
け
取
っ
た
東
備
の
生
徒
た
ち
の

心
の
中
に
き
っ
と
暖
か
い
気
持
ち

が
伝
わ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の

支
援
学
校
同
士
の
交
流
も
長
く
継

続
し
相
互
信
頼
が
強
く
な
っ
て
い

る
が
、
今
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
今

日
の
日
中
関
係
の
中
、
格
別
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
▼
協
会
新

春
行
事
恒
例
の
「
日
中
友
好
新
春

互
礼
会
」
は
１
５
０
名
の
会
員
内

外
の
参
加
者
を
得
て
、
盛
会
裏
に

開
催
で
き
た
。
特
に
泉
川
友
樹
氏

の
講
演
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に

基
づ
く
内
容
で
分
か
り
や
す
か
っ

た
と
参
加
者
か
ら
好
評
だ
っ
た
▼

協
会
は
今
年
設
立
45
周
年
を
迎
え

る
。
こ
の
45
年
の
間
、
日
中
関
係

も
様
々
な
風
雨
が
あ
っ
た
が
、
交

流
が
完
全
に
停
止
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
今
回
の
状
況

は
レ
ベ
ル
が
違
う
と
い
う
こ
と
だ

▼
中
国
が
「
核
心
的
利
益
」
と
し

て
い
る
台
湾
問
題
。
政
府
に
は
今

一
度
１
９
７
２
年
の
日
中
共
同
声

明
に
立
ち
返
り
、
中
国
と
の
交
渉

を
実
現
し
、
一
刻
も
早
く
正
常
で

健
全
な
日
中
関
係
を
回
復
し
て
も

ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
我
々
も
地

方
の
民
間
団
体
の
一
員
と
し
て
志

を
同
じ
く
す
る
人
々
と
連
携
し
、

局
面
の
打
開
に
向
け
た
努
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。�

（
松
）

崑劇表演崑劇表演
「日本崑劇之友社」「日本崑劇之友社」

フィナーレ�フィナーレ�
“日中友好のうた”大合唱“日中友好のうた”大合唱��
　　　歌唱指導：松原徹さん�　　　歌唱指導：松原徹さん�
　　　中国語歌唱：黎暁　　　中国語歌唱：黎暁妮妮さん他２名�さん他２名�

「友好交流45年の足跡」「友好交流45年の足跡」
解説：松井三平専務理事解説：松井三平専務理事

� 在岡留学生　学友会のみなさん　� 在岡留学生　学友会のみなさん　

� お楽しみ抽選会　� お楽しみ抽選会　

�
作
詞
・
宮
本
光
研

�

作
曲
・
松
原
　
徹

お
と
な
り
の
国
　
中
国
の

十
四
億
人
と
　
仲
良
く
し

友
誼
と
交
流
　
あ
つ
く
し
て

今
と
こ
れ
か
ら
　
生
き
て
い
く

日
中
友
好
　
永
遠
に
こ
そ

中
日
文
化
　
豊
か
な
り

こ
と
ば
と
心
　
交
わ
し
つ
つ

共
存
共
栄
　
図
り
て
ぞ

多
様
な
民
族
　
生
き
て
い
く

中
日
友
好
　
彩
々
に

岡
山
洛
陽
　
縁
結
び

両
市
の
発
展
　
進
む
な
り

黄
河
の
流
れ
　
瀬
戸
の
海

一
衣
帯
水
　
鐘
が
鳴
る

世
界
の
平
和
　
成
し
と
げ
む

世
界
の
平
和
　
成
し
と
げ
む

日
中
友
好
の
う
た

岡山市日中友好協会設立45周年岡山市日中友好協会設立45周年 新春互礼会新春互礼会2026年2026年
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